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の3綴分です県民総ム市

法

務

講

習

会

ま
た
、
秋
の
Amk
機
内
武
満
瑠
府
立
会

情
理
動
制
油
開
中
州
制
点
λ

激
変
念
協
会

で
は
仲
間
出
削
減
淵
附
九
閣
を
次
の
nH

裁
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
自
動

家
叩
期
総
免
骨
昨
日
裁
を
お
持
ち
の
方

は
も
れ
な
く
受
講
し
て
〈
記
事

、。し
な
お
、
仕
事
等
の
総
会
も
あ

り
自
宅
近
く
の
ふ
誠
一
場
明
、
受
け
ら

れ
な
い
方
は
い
刊
す
れ
明
会
組
拐
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
ら
ず
後

揖
耕
地
幡
淵
閥
会
を
受
け
て
く
だ
さ

、

殺
し

税
問
送
出
制
棋
期
官
都
道
に
入
る
世
相

mw
世
相
潟
点
検
整
出
隅
k
高
波
殺

行
酔
吋
に
お
け
る
咽
時
計
鴨
T

ナ
ー

の
指
導

。
実
施
要
綴

ζ
の
明
地
齢
刺
殺
議
総
ナ
る
端
部

隊
お
よ
び
肉
体
は
、
こ
由
逐

齢
制
攻
叫
矧
融
知
的
叫
に
捻
迭
す
る
た

あ
‘
次
会
姿
僚
に
よ
与
、
と

れ
れ
忽
袋
縫
い
た
し
ま
す
。

O

各
種
遼
絡
協
議
総
帥
概
念
滋

じ
て
、
岨
相
互
に
繁
樹
簡
な
渓
錦
町

を
保
も
そ
の
再
開
務
総
加
測
と
受

任
分
抽
刺
殺
附
判
怖
慨
に
し
た
由
主
露

払
引
}
側
役
作
成
L
、
出
一
一
世
間
実
路

拡
制
緩
い
い
絞
っ
て
積
極
的
な
叩
総

務
部
淡
開
問
を
は
か
る
。

重

点

詰

擦

飲
糠
品
川
謀
運
転
の
追
放

歩

行

者

事

故

の

絶

滅

議義一 .10月6日から10月15日まで..・・8電
昭
和
凶
十
支
年
時
軌
m
w
会開陣内出

遜
安
全
運
動
が
十
m
月
六
お
か
ら

十
}
品
目
H

ま
で
の
十
間
開
会
顧
問
い

っ
怪
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

鎚的問
こ
の
噛
織
融
関
時
悼
、
歩
行
者
、
運

紙
袋
、
明
時
総
点
4
8
溺
主
と
そ
の

総
滋
路
交
遂
に
問
問
問
悼
の
あ
る
ふ
中
山

て
の
者
に
交
添
市
賞
金
制
部
緩
め
欄
間

知
数
底
を
は
か
れ
丸
氏
し
い
交

遊
ん

i
ル
の
災
時
間
合
制
閥
横
づ
け

る
と
主
に
よ
っ
て
、
変
返
事
故

時
抑
止
の
後
駁
た
は
か
る
こ
と
を

隠
仙
仰
と
し
て
い
ま
す
。

総
点
民
擦

と
め
運
動
に
お
い
て
は
、
地
併

行
者
事
故
‘
特
に
こ
ど
も
と
治

人
昭
事
故
、
欽
網
開
制
関
駅
艇
に
よ
る

ん
事
紋
お
よ
び
然
然
泌
総
に
よ
る

事
絞
め
総
州
酬
を
刻
す
る
た
め
、

次
め
官
輪
出
慌
に
流
動
の
重
点
を
お

き
淡
路
い
れ
ん
し
ま
す
。

。
歩
行
考
、
絡
に
子
供
と
単
品

人
の
事
故
時
抑
止
交
際
す
る
察

官
覗

。
幼
児
お
よ
び
小
紫
綬
脱
出
学

年
出
品
数
に
対
す
る
議
ぴ
出
向
し

11. 手主日Aぷ

事
故
防
J

誌
の
た
め
の
酬
明
会
の

確
保
と
係
波
殺
に
対
ず
る
教

育
。
小
学
地
内
お
よ
び
中
鈴
生
に

結
持
す
る
段
戦
議
の
桂
担
増
設
眠

主
祭
会
な
繁
一
号
方
の
指
導

ハ
〉
滞
掛
川
開
予
遜
国
揖
同
時
お
よ
び
子
供

の
遊
び
場
等
に
お
け
る
出
執
念

施
設
等
の
百
円
点
検

。
交
通
潔
擦
の
液
化
仰
い
よ

9

事
故
多
為
的
側
内
山
内
y
h
為
る
抽
出

ほ
叫
に
お
け
る
務
行
進
、
斡
甘
に

混
入
に
対
す
る
安
全
の
磁
然

。
蕊
し
い
横
断
的
励
行
主
検

臨
閉
ゅ
の
歩
行
者
保
護
の
た
め

の
担
問
一
様
椙
指
導

@
飲
沼
運
毅
複
数
m
w
鰍
抑
止
に

関
す
る
壌
市
峨

。
飲
回
同
情
地
帆
臨
時
取
綴
・
り
と
諮

掘
鮒
飽
純
然
蜘
刑
務
に
対
す
る
指
導

。
腕
鞘
絡
に
お
け
る
運
転
免
許

部
間
嶋
村
議
に
対
す
る
管
理
お
よ

び
持
議

。
品
凱
溶
躍
揖
』
駐
の
輯
抑
制
門

ιな
る

般
行
時
排
除
の
た
め
の
総
統

活
動
と
交
滋
砕
偽
報

@
銀
総
滋
齢
制
緩
教
の
品
抑
止
に

3野

持

午後 i待

午後 1!時

午後3n寺

午後 1終

午後 11持
午後 3!冷

午後 1喜善

午後 3草寺

午後 i時

午後 l時

午紛 9時

午後 1時
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10月3日(ホ〉

10月4臼{隠〉

10月4E(E) 

10Jl 10琵〈土〉

10m昏廷〈土〉

l0Jl 10羽〈土〉

10Jlll日(['1)

10Jl1Hl (日}

10日11お〈鈴〉

10月12認(Jl)

lO月15尽く本〉

10丹1511<*) 

期
す
る
事
情
棋

。
信
号
無
鋭
、
滋
榔
駄
の
速
度

途
反
、
哨
喝
柿
閥
漁
民
、
途
端
相
談

甜
神
的
然
然
な
緩
ん
鞍
に
叫
持
す
る

蜘
制
緩
お
よ
び
取
締
h
J

。
融
制
緩
に
お
け
る
適
正
な
緩

ぢ
管
盟
理
お
よ
び
安
寺
川
法
転
管

務
の
務
保

。
世
単
一
湾
時
点
検
般
紙
樹
側
、
仲
村
に

老
人
福
祉
大
会
行
会
わ
る

山
午
前
山
山
艇
の
主
に
敬
老
金
支
給

議
で
は
、
九
月
十
引
札
口
〈
後

老
の
行
}
い
い
持
竹
市
尚
子
中
学
校
M
m

育
館
に
お
い
て
数
人
例
制
執
拡
大
会

わ
徐
行
な
い
ま
し
た

こ
の
吸
入
い
総
校
十
九
会
的
対
象

者
は
ね
ハ
仁
川
A
絞
以
上
の
方
で
、

心
不
療
に
は
二
、
二
一
人
お
ら

れ
ま
す
が
、
当
日
出
獄
さ
れ
た

方
は
一
、
一
六
三
来
刊
で
し
た
。

ま
た
、
中
間
で
は
討
潟
村
ヤ
敬
老
の

口
付
に
敬
心
事
伯
念
を
支
杭
利
し
て
お
り
す

ま
す
が
、
今
艇
は
八
十
一
段
、

八
十
一
一
燃
の
七
十
五
名
の
ガ
ド
い

各
…
方
開
は
づ
っ
硝
同
一
ワ
ま
し
た
。

・
大
会
に
お
い
て
、
軸
時
掛
嫡
双
十

年
に
あ
た
る
十
七
緩
の
ご
炎
闘
聞

に
記
念
品
を
綴
9
、
品
，
後
ま
す

ま
す
健
康
に
綴
帯
晶
君
れ
余
生
を

殺
し
〈
滋
ら
れ
ま
す
よ
う
に
お

納
税
い
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
演
芸
な
ど
常

行
な
い
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

次
母
二
人
柄
次
々
が
市
内
で
の

ゴ
奮
起
十
災
者
で
ず
α

棋
倒
獄
事
的
苦
ん
九
十
五
歳

ゑ
孫
子
市
新
木
一
、
九
七
。

捌
明
治
人
相
十
人
月
十
五
回
H

崎
町
ま
れ

メ
ガ
ネ
、
被
総
務
な
ど
は
使

わ
ず
日
常
生
出
拙
安
暗
部
っ
て
お
ら

れ
る
そ
う
で
、
相
執
が
時
糾
問
し
た

と
き
は
腕
制
緩
を
米
ね
て
お
ら
れ

・
火
後
先
制
凡
な
ど
様
子
で
し
た
e

中
島
竹
之
品
掛
さ
ん
九
十
一
一
滋

我
孫
子
世
笠
布
絞
ニ
、
八
一
一

o
i

五
八
明
治
十
一
総
一
万
二
十
沼
罰
金

ま
れん
滞
日
活
気
に
家
め
ま
わ
ち
の

住
吉
市
に
劫
ん
明
、
い
る
そ
う
で
、

や
は
ち
炎
簿
の
判
例
け
つ
は
縦
訓
削
尉

恋
し
い
念
総
だ
と
静
岡
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

医E高年金

保
険
料
の
縮
め

忘
れ
は
あ
ち
ま
せ
ん
か

七
月
分
か
ら
四
五

O
丹

式典終了後午後方、ら議員会を予告しまれました

年
金
「
恩
給
d
k
い
5
時尚一慾

は
昔
、
家
人
、
敵
前
向
勝
削
げ
刊
、
交
惚
料

等
特
定
め
人
に
後
ら
れ
た
も
の

で
、
後
数
あ
る
い
は
商
業
に
た

デ
さ
わ
っ
て
い
た
人
達
に
と
っ

℃
は
、
拶
に
も
怒
っ
て
い
な
か

っ
た
の
が
事
実
で
あ
れ
ツ
ま
し
ょ

た
ノ
。
し
か
し
.
と
の
療
も
関
川
民
年

金
磁
波
が
発
燥
し
た
こ
と
に
よ

れ
ツ
、
鞘
揖
宿
況
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

間
附
級
以
十
六
年
間
汚
か
ら
、

つ
ま
れ
ソ
お
と
し
屯
カ
丹
後
に
は
、

鈴
山
川
制
に
よ
る
老
齢
開
匁
金
受
験

務所

浴P首防災卒中学校

約m緩や護霊祭主事丙総合
総務室警務小学校
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松市土小学校

総務新宮町公 E主総

液凝子市湖北中学校
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JHliミ子才一小学校
~j)幸子詩まあ主主中学校
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権
者
の
誕
生
を
迎
え
る
こ
と
に

な
ち
ま
す
。

主
こ
ろ
で
‘
あ
な
た
は
箆
民

年
余
の
後
燃
料
打
密
約
め
忘
れ
て

い
な
い
か
ど
う
か
よ
く
磁
め
で

く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
毎
月
あ
る
い
は

さ
ヶ
月
ご
と
に
、
仙
納
税
制
脱
会
や

同
開
人
会
、
ま
た
は
術
後
続
、
鞠
指

定
A
出
品
胤
描
間
関
へ
絞
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
ひ

e
絡
み
y
h
叫
蜘
備
は
生
え
ぬ
b

む

た
と
え
鳴
と
お
争
、
保
険
料
品
を

約
め
な
か
之
た
柱
、
絞
め
る
む

と
が
晴
雄
れ
た
お
ツ
し
ま
す
と
、
せ

自

衛

官

募

集

向
同
棋
偶
蹄
陣
で
は
、
次
の
と
お
9

自
索
安
を
系
組
離
し
て
お
り
ま

す。V
帥
糾
叫
耕
然
臨
吋
行
な
っ
て
お
h

ま
十
d
o
劾
務
上
、
土
掛
摺
司
、

始
闘
に
議
絡
く
だ
さ
い
。

軍
出
干
し
込
み
十
八
時
臓
か
ら
一
一

十
間
間
帯
踏
ま
で
の
師
向
子

V
帥
凪
融
制
数
学
、
前
庶
務
お
よ
び

一
航
れ
数
櫨
慨

品
柑
警
護
士
市
役
房
総
務
課
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自iまらはき号るく廷しい

選挙の会 yポルででF

っ
か
く
悶
録
保
会
に
加
入
し
て

い
な
が
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に

隊
後
移
ゑ
や
時
祥
子
年
金
等
が
も

ら
え
な
い
ば
か
告
か
、
お
年
寄

り
に
な
っ
て
も
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
険
制
杵
は
必
ら
子
級
制
制

緩
ま
で
に
約
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
除
険
料
は
七
月

分
か
ら
一
カ
月
凶
説
。
田
H

に
な

っ
て
い
ま
す
の
モ
ご
注
意
く
だ

さ
い
おなお
、
絞
め
古
品
れ
司
令
心
削
叫
す

る
ガ
の
た
め
に
は
綴
絞
め
縦
波

が
、
ど
う
し
て
も
絞
め
ら
れ
な

い
方
む
た
め
に
は
免
除
問
母
綴
箆

が
あ
れ
ソ
ま
す
ο

郎
作
協
桝
創
刊
の
仰
別
納
や
免
除
に
つ

い
て
め
い
詳
し
い
こ
と
は
荷
役
所

綴
悶
成
年
金
保
へ
お
た
ず
ね
く
だ

窓
い
。
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取

締

施「
市
民
一
体
育
大
会

十
月
・
十
日
体
育
の
日
を
中
心
に
i
i

※
昼
食
、
水
符
持
品
AF

A

曹
軟
式
庭
球
大
会

日
時
吋
…
十
月
十
河
午
前
九
時
か

ら

会
場
…
市
営
昨
提
出
時
コ

i
ト

報
摺
呂
山
壮
年
(
問
問
十
五
才
以

上
)
一
妓
i
期
目
子
、
女
子

市中学
i
努
子
、
女
子

試
合
方
法
山
各
締
世
間
ロ
ダ
ブ
ル
λ

a
r
i
ナ
メ

y
a
?
に
よ
る

市
申
し
込
み
山
十
月
入
院
ま
で
に

後
部
尚
伊
い
て
役
所
、
氏
名
、

年
紛
れ
乞
品
科
修
チ
落
役
所
路

復
緩
や
お
友
数
ま
哨
に
官
鴻
的
相

し
て
く
だ
さ
い
。

察
知
耕
地
賢
油
鴨
川
市
部
隊
に
復
作
問
、
お

叫
錦
、
後
学
的
姿

災
料
掛
川
島
俊
…
一
一
体
紙
ま
で
、
ま

級品嚇ムム関
H
V
作品川
d

獄
後

参
加
費
…
無
料

A
V

マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
山
十
月
十
一
日
午
前
九
時

一
目
…
十
分
集
合

場
所
…
中
央
公
民
館

種
目
山
中
学
制
刀
子
一
一
一
千
m

女
子
一
一
千
剛

一
般
男
子
況
千

m

淡
彩
"
以
眠
時
間
品
唱
に
は
タ
?

察
知
州
札
咽
は
山
同
日
A
M
蹴切に

令
剣
滋
大
会
円
棚
閉
山
日
淡
府
民
V

日
仇
吋
山
十
月
十
八
刊
日
午
前
九
時

か
ら
統
停
ま
マ

蹴
明
協
閉
山
中
央
公
民
総

取
し
η
問
、
み
川
十
月
十
一
M
M
ま明、

期
抑
制
脱
、
浴
料
耐
に
で
段
級
位

絞
引
所
、
氏
名
、
年
齢
酬
明
潟

地
叩
し
込
み
A

河
川
仙
川
伐
材
胤
附
抑

跡部九
i
五

議
綴
八
一
…
i
一
…
二
五
。

A

曹
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
夫
会

日
時
e

十
月
一
一
十
五
口
付
午
議
九

砕
か
ら

場
所
二
慌
時
知
子
二
機
数
官
同
等
晶
子

校
体
揖
持
制
階

級
向
付
…
附
河
子
ei--M勺
闘
技

女
子
i
B
'同小、情成

品
叩
し
込
み
山
十
月
十
滋
詩
ま
で

申
し
込
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